
依存症支援について 

 

                              山本地域振興局福祉環境部 企画福祉課 

１ 目 的 

  依存症問題を有する者への対応については、周囲の理解と支援者の継続的な関わりが重要となるが、関

係機関同士の連携体制が整備されていないことや当事者及びその家族が支援に必要な情報が十分に得られ

ていないことで支援機関による介入に難色を示すなどにより、当事者やその家族が適切な医療や支援を受

けられていないことが多い。 

当事者及びその家族を医療と支援につなげ、当事者等が安心して地域で暮らせるよう引き続き地域全体

で依存症への理解を深め、関係機関が継続的に支援できる体制を構築する。 

 

２ 管内の現状 

 （１）依存症に関する相談件数（かっこ内は実人数） 

    令和２年度 ３７件（１０名） 

    令和３年度 ２２件 （６名） 

    令和４年度 １１件 （５名） 

    令和５年度  ８件 （５名） 

    令和６年度 １０件 （３名） ※令和７年１月１４日時点 

 （２）アルコール依存症の患者数（令和６年３月３１日時点） 

    自立支援医療（精神通院）受給者  ３１人 

    精神障害者保健福祉手帳所持者   １６人 

    医療保護入院者数          ３人 

 

３ 令和６年度の取組 

（１）相談対応 

   当事者・家族等からの相談に対して必要な助言を行った。 

（２）支援関係者へのアンケート調査 

   【対象】市町、精神科医療機関相談室、相談支援事業所、社会福祉協議会 

   【内容】アルコール依存症に関する相談対応の状況や他機関との連携、支援者の意識に関するアン

ケート調査を行った。 

   【結果】16機関（84.2％）から回答があった。11機関で相談を受けており、特にアルコール、ギャ

ンブルに関する相談が多かった。他機関と連携しながら関わっている機関が多くある一方、

治療機関や相談窓口の周知及び自助グループ等の社会資源の確保などが課題である。 

（３）アルコール依存症に関する支援者向け研修会 

   【開催】令和６年１１月２７日（水） 支援関係者１１名参加 

【対象】市町、精神科医療機関、相談支援事業所、社会福祉協議会、警察、消防 

【内容】アルコール依存症の家族支援についての講演及び事例の意見交換を行った。 

 

 

 

資料１ 
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４ 課 題 

・疾患の特性や複雑な問題に対応できるよう支援者のスキルアップが求められる。 

・相談体制は整備されているが、十分に周知されておらず早期の相談・治療につながっていない。 

・行政・相談機関・医療機関・自助グループ等の協力体制の強化が必要である。 

 

５ 令和７年度の取組 

（１）相談対応と支援体制の充実 

    当事者・家族等の相談に引き続き対応し、必要に応じて回復プログラムを活用し継続して対応する。 

    様々な方法により依存症相談についての情報発信を行う。本人やその家族を自助グループ等につな

ぐ働きかけを行うとともに、管内での開催について検討する。 

（２）普及啓発活動 

    リーフレット、ホームページ、広報紙等を活用し、地域住民へ正しい知識の普及及び相談窓口の周

知を行う。 

（３）研修会の開催 

    支援者向けの研修会を開催する。 
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働き盛り世代の健康づくりの推進について

山本地域振興局福祉環境部 健康・予防課

１ 現状と方向性

管内では、悪性新生物、心疾患、脳血管疾患などの生活習慣病が深く関連する死亡率が全国、

県と比較し高い状況にある。また、管内事業所における健診結果の有所見率（血圧・脂質等）

は全国、秋田県と比較し高率になっており、働き盛り世代からの健康づくりが重要である。

こうしたことから、職域に向けて健康づくりの普及啓発を行うほか、関係機関と連携しなが

ら、企業や事業所が従業員の健康づくりに取り組みやすい環境づくりを推進する。

２ 今年度の取組

・職域への健康教育、普及啓発の実施

食事、運動などの健康づくりや生活習慣病予防に関する出前健康教育、啓発媒体の配布

・喫煙に関する知識の普及、公共施設における受動喫煙対策の周知

・心の健康づくりに関する事業

○職域出前健康教育実施先

実施月 会社・組織 内容（テーマ） 人数 備 考

10月 河川国道事務所 感染症予防について 10 健康・予防課職員

1月 金属部品製造 生活習慣病と健康づくり 52 〃

1月 精密部品製造 〃 8 〃

2月 保険会社 歯と全身の健康について 10 歯科医師

○啓発媒体（内容：健康づくり）配布先

配布月 会社・団体 部数

12月 木材工場 60

12月 商工会議所 20

1月 精密部品製造 60

1月 金属部品製造 20

2月 製薬会社（製造） 200

2月 保険会社 10
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３ 健康教育実施後アンケートまとめ （１月２社実施分）

出前健康教育 テーマ：「生活習慣病予防と健康づくりについて」

アンケート実施 計６０名

９割の方がよくわかった・わかった と答えており、わかりにくかったという回答は０だった。

〈実施結果〉

受講者はほとんどの方が「今後何かの健康づくりを実践してみたい」と回答した。また、出張

方式で職場に出向くことにより、働く人が健康教育を受けやすい環境を提供できた。
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令和６年度食品安全・安心推進事業について 

 

山本地域振興局福祉環境部 環境指導課 

１．概要 

 県では食品安全・安心推進事業として、情報提供、リスクコミュニケーション講座の開催等、

消費者の視点に立った食品の安全・安心に関する総合的な施策を推進することにしており、全

県の各保健所単位で「手洗い教室」や「スリーライン懇談会」等が開催されている。 

 昨年度、能代地区は「のしろ産業フェア」内で手洗い体験やリーフレットの配布等を開催し

たが、令和6年度は従来の講義のみの食品衛生講習会を拡充し、手洗い体験を取り入れた講習

会として実施することにした。 

 

２．実施状況 

 １）能代市南地域包括センター主催の介護予防教室内 

  日 時：令和6年 9月 24日（火）１０：３０～１１：３０ 

  場 所：浅内自治会館 

  参加者：９名 

  講 師：保健所2名 

  内 容：食中毒予防の講義、手洗い体験（ATP検査） 

 ２）能代山本食品衛生協会主催の手洗い教室内 

  日 時：令和6年 10月 22日(火)１１：１５～１２：００ 

  場 所：二ツ井小学校 家庭科室 

  参加者：3年生 26名 

  講 師：保健所2名 能代山本食品衛生協会５名（日本食品衛生協会認定手洗いマイスター） 

  内 容：食中毒予防の講義、手洗い体験（ATP検査、ブラックライト） 

 

北羽新報２０２４年１１月１３日（水） 
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